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【模範解答】
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DC//AO となる点Oを BC上にとると,
四角形 ABCDは平行四辺形となるので,

AO＝      , BO＝4 

よって, △ABOに対し余弦定理を使うと

cosB＝                                 ＝      ＝

sin B＝1－cos B＝1－          ＝

A より BCに垂線 APをひくと,  台形の高さは APなので

AP＝      sinB＝　  ・         ＝      　 ＝

よって,  面積 Sは

S＝( 3＋7 )×　　  ×     ＝5×         ＝　　

sinB＞0なので
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【模範解答】

２つのさいころを同時に投げる場合の組合せは全部で 36通り。
このうち,  出た目の数の和が 5以下になるのは,
(  1, 1 ) ( 1, 2 ) ( 2, 1 ) ( 1, 3 ) ( 2, 2 ) ( 3, 1 ) ( 1, 4 ) ( 2, 3 ) 
( 3, 2 )( 4, 1 ) の 10 通り。

よって求める確率は      ＝

n(A∪B)＝n(A)＋n(B)－n(A∩B) より
n(A∪B)＝55＋43－22＝76
n(A∩B)＝n(U)－n(A∪B)＝100－76＝24

１人が勝つ確率は　C  ×      ＝

２人が勝つ確率は　C  ×      ＝

３人が勝つ確率は　C  ×      ＝

よってあいこになる確率は

1－　　＋       ＋        ＝

数字に 0を含む場合と含まない場合に分けて考える。
数字に０を含まない場合は１から９までの数字の中の２種類となる。
それぞれの桁にどちらの数字をいれるか決めて, １種類の数になる場合を除くと,
  C  ×( 24－2 )＝504 個
数字に 0を含む場合, もう一つの数は１から９の９通りである。
数字が１種類となる場合を除くと, 
9×( 23－1 )＝63 個。
よって,  504＋63 で 567 個となる。 

y＝a(x－2)²＋b とおく。
2点 ( 4, 3 ), ( －2, 15 ) を通るので,
3＝4a＋b
15＝16a＋b

したがって,  a＝1,  b＝－1だから,
y＝1×(x－2)²－1 より,
y＝x²－4x＋3

x²－4x＋3＝0
( x－3)( x－1)＝0

したがって,  x＝1または x＝3

( 1, 0 ), ( 3, 0 )

567 個
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 2025年度一般入試 B 日程

―  傾向と対策  ―

数　学

 文化学園大学

出題のねらい

　情報過多な今日の社会においては、物ごとの本質をとらえて論理的な思考により最適解を導き出す力が必
要となっています。数学は、問われていることを正確に理解し、論理的な道筋で解答を導く考え方を身につ
けるための基礎となります。近年では、デザインの分野においてもデジタル・トランスフォーメーション
（DX）が活用されており、数学的な思考が重視されています。入試問題は、高等学校の教科書の例題レベル
で出題しており、数学的基礎が身についているかを問うことをねらいとしています。

採点後の感想・効果的な学習方法

　問題 １  は、分母の有理化において計算ミスをしているケースがみられました。問題  ２   は、公式を利用
して落ち着いて計算すれば解ける問題です。問題  3   は、解法途中で計算ミスをしているケースがみられま
した。問題  4    は、問題文で指定されている条件を間違えて解答するケースが目立ちました。
　数学の問題では、問題文を正確に読みとることがまず必要です。簡単そうに見える問題文でも、落ち着い
て読み直すような余裕をもてるよう、また気を抜かずに慎重に解法を進められるように、日頃の練習問題で
身につけておきましょう。

出題形式・内容（分野）について

　問題は 4つの大問からなっており、その中にいくつかの小問が含まれています。いずれの問も解答だけで
なく、解答に至るまでの解法も記入する形式になっています。解法での途中式にも点が与えられますので、
考え方の筋道を記述してください。
　本年度の出題内容は以下のようになります。
 １    数の計算：分母の有理化、式の展開を利用して、式の値を求める問題です。
 ２    三角比：余弦定理、三角形の面積の公式を利用して、三角形の余弦と正弦、四角形の面積を求める問
　　　　　     題です。
 ３    二次関数：与えらえた条件から、二次関数、放物線と軸の交点座標を求める問題です。
 ４    場合の数と確率など：指定された条件において、確率、場合の数、集合の要素の個数を求める問題です。
　 
　いずれの問題も基礎的な内容のもので、定理や公式を理解して、落ち着いて計算すれば解ける問題です。
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